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地域防災

切り取り線

地域の防災活動に参加しよう 

平常時の活動

　地域内に危険個所はないか、
また一人暮らしの高齢者など
援助を必要としている人がい
ないかなどを確認する。

●地域内の防災環境の確認 
 　消火器の使用法や

応急手当てなど、防災
活動に必要な知識や
技術を習得する。

●防災訓練の実施 
 

災害時の活動

●初期消火 
●避難誘導 

　負傷者の救出、
救護所への搬送
など。

●救出・救助 

　災害に関する正しい情報の
収集とその伝達を行う。

●情報の収集・伝達 
 

　水や食料などの配分、炊き
出しなどの給食・給水活動。

●避難所の管理・運営 

 
　日常的にあいさつをかわし合う。
災害時に何をしてほしいかなどを
聞いておく。

日ごろから災害時要援護者 
との交流を密にする 

　災害時には、地域の人々が自発的に防災活動を行うことが重要です。日ごろから「自分たちの

まちは自分たちで守る」という心がまえで、積極的に自主防災活動に参加し、災害に強いまちを

つくりましょう。秩父市では町会の「自主防災・防犯組織」の活動を支援しています。また町会の

協力のもとに、秩父市総合防災訓練を毎年防災週間にあわせて実施しています。一年に一度は

防災訓練に参加して、地域防災力のアップにご協力ください。 

　突然の災害に見舞われたとき、大きな被害を受けやすいのは、高齢者や子ども、障がい者、

傷病者、外国人など、なんらかの手助けが必要な人（災害時要援護者）です。災害時要援護

者を災害から守るために、地域で協力し合いながら支援していきましょう。 

　地域で協力して、災害時要援護者
参加型の防災訓練を行う。その際、
一人の災害時要援護者に対して複
数の住民で支援するなど、地域で具
体的な救援体制を決めておく。

災害時要援護者と一緒に 
防災訓練を行う　 

　避難路は車いすで通れるか、標識
は外国人でもわかるか、目の不自由
な人にとって障害物がないかなど、
確認する。

　見た目ではハンディキャップがあるとわからなくても、
内臓の障がいなど命にかかわるハンディキャップがある
人もいます。困っている人がいたら、緊急連絡先に連絡し
て、その後の対応に協力しましょう。

災害時要援護者の身に 
なって防災環境を点検する　 
 

　災害時の混乱や被害が大きいと
きほど、困っている人に温かい思い
やりをもって接するようにしましょう。

困ったときこそ 
温かい気持ちで接する 
 

災害時要援護者を災害から守ろう 

災害時におけるハンディキャップ ハンディキャップがあるように見えなくても

危険を
察知しにくい

　危険を知らせる警告が聞こえな
い、見えない視聴覚障がい者など。

1 危険であることを
理解・判断しにくい

　言葉がわからない外国人、判断
力に乏しい精神障がい者・乳幼児、
地理にうとい旅行者など。

2 危険に対して適切な
行動がとれない

　手足が不自由な傷病者・障がい者・
高齢者・妊婦など。

3


